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更
に
、

全
員
が
何
か
を
持
ち
帰
れ

る
よ
う
、

参
加
賞
・
ラ
ッ

キ
ー

賞

を
増
や
す
等
の
工
夫
を
行
う
一
方

試
合
は
四
ゲ
ー

ム
制
と
し
、

午
前

中
に
終
了
で
き
る
よ
う
配
慮
し
て

い
ま
す
。

同
好
会
の
皆
さ
ん
も
高

齢
化
し
、

次
回
友
の
会
三
月
の
親

睦
大
会
で
は
、

三
ゲ
ー

ム
で
行
う

方
向
で
検
討
中
で
す
。

　
同
好
会
が
発
足
し
今
年
が
十
年

目
の
節
目
の
年
で
す
。

四
日
市
市

緑
地
公
園
が
使
用
出
来
ず
、

ヘ
ル

ス
プ
ラ
ザ
塩
浜
コ
ー

ス
で
大
会
を

継
続
し
て
い
ま
す
が
、

発
祥
の
地

鳥
取
県
湯
梨
浜
町
に
あ
る
海
に
面

し
た
『

潮
風
の
丘
と
ま
り
』

で
開

催
出
来
れ
ば
と
願
っ

て
い
ま
す
。

朗
　
吟
　
部

　
　
部
長
　
　
佐
野
誠
一

　
　
幹
事
長
　
藤
本
菊
水

　
昨
年
六
月
二
三
日
の
第
六

二
回
全
富
士
吟
詠
大
会
に
続

き
、

三
重
朗
吟
部
の
第
六
四

回
吟
詠
大
会
と
忘
年
会
を
十

一
月
十
五
日
・
十
六
日
に
椿

会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
三
重
朗
吟
部
は
、

昭
和
三

十
年
発
足
以
来
、

こ
の
大
会

を
一
度
も
欠
か
す
こ
と
な
く

終
始
一
貫
継
続
し
て
き
ま
し

た
が
、

新
入
会
員
は
無
く
、

Ｏ
Ｂ
の
み
の
運
営
と
な
っ

て

い
ま
す
。

た
だ
、

現
在
九
名

の
部
員
に
て
毎
週
増
進
セ
ン

タ
ー

で
練
習
。

ま
た
、

母
体

で
あ
る
三
重
岳
仁
会
の
各

大
会
に
も
参
加
し
、

吟
詠

の
向
上
と
吟
詠
精
神
に
邁

進
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
、

そ
の
練
習

の
成
果
を

椿
会
館
で

発
揮
。

楽

し
く
有
意

義
な
大
会

で
し
た
。

そ
の
後
、

忘
年
会
を

開
催
し
、

美
酒
と
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で

友
好
を
深
め
、
「

来
年
も

元
気
で
」

を
合
言
葉
に
大

会
を
納
め
ま
し
た
。

　『趣味の会』　～２０１９年活動の総括～

盆
栽
園
芸
部

　
　
部
長
　
　
木
村
修
太
郎

　
　
幹
事
長
　
森
東
巳
男

　
盆
栽
園
芸
部
で
は
、

昨
年

六
月
の
展
示
会
以
降
、

十
一

月
の
菊
花
展
に
向
け
た
準
備

活
動
を
実
施
。

天
候
不
順
、

三
度
の
台
風
、

及
び
部
長
・

幹
事
長
の
入
院
と
、

数
々
の

ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
あ
り
ま
し

た
が
、

杉
田
先
生
と
部
員
の

物
凄
い
頑
張
り
で
、

令
和
元

年
も
平
成
に
引
き
続
き
、

菊

花
展
を
十
一
月
に
健
康
増
進

セ
ン
タ
ー

で
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
平
成
二
二
年
に
発
足
し
た

盆
栽
園
芸
部
も
今
年
で
十
年

目
。

現
在

部
員
は
十

名
で
す
。

今
年
も
、

五
月
下
旬

か
ら
六
月

上
旬
に
サ

ツ
キ
盆
栽

展
を
計
画

し
て
い
ま

す
。

ご
家

族
と
盆
栽
を
楽
し
ま
れ
て

い
る
友
の
会
会
員
の
皆
さ

ん
、

一
度
、

健
康
増
進
セ

ン
タ
ー

で
ご
自
身
の
作
品

を
出
品
し
、

見
学
に
来
ら

れ
た
方
々
に
楽
し
ん
で
頂

い
た
ら
如
何
で
し
ょ

う
か

事
務
局
へ
の
連
絡
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
部

　
　
　
　
部
長
　
　
日
比
正
徳

　
　
　
　
副
部
長
　
黒
川
徳
男

　
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
部
の
発
足
は
平

成
十
一
年
十
月
と
古
く
、

今
年
で

二
一
年
目
。

部
員
数
は
四
四
名
で

毎
年
四
回
行
事
を
開
催
。

昨
年
の

実
施
行
事
は
次
の
通
り
で
す
が
、

十
月
予
定
の
行
事
（

友
の
会
健
康

ウ
オ
ー

キ
ン
グ
共
催
）

は
、

天
候

不
順
に
よ
り
中
止
と
な
り
ま
し
た

・
三
月
　
　
ふ
る
さ
と
巡
り
①

　
　
　
　
　
　
四
日
市
市
四
郷
地
区

・
五
月
　
　
ふ
る
さ
と
巡
り
②

　
　
　
　
　
　
鈴
鹿
市
若
松
地
区

・
十
月
　
　
　
（

中
　
止
）

・
十
一
月
　
バ
ス
ハ
イ
ク

　
　
　
　
　
　
岐
阜
県
谷
汲
山
厳
華

　
　
　
　
　
　
寺
と
横
蔵
寺
の
紅
葉

　
地
域
を
熟
知

す
る
友
の
会
会

員
に
案
内
頂
く

ふ
る
さ
と
巡
り

は
、

楽
し
く
好

評
で
す
。

今
後

も
、

ウ
オ
ー

キ

ン
グ
部
の
特
色

あ
る
行
事
の
一

つ
に
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

家
庭
菜
園
部

　
　
　
　
部
長
　
　
河
田
詔
二

　
　
　
　
幹
事
長
　
生
川
喜
代
一

　
家
庭
菜
園
部
は
、

平
成
二
二
年

に
発
足
し
、

今
年
で
十
年
目
。

部

員
は
現
在
二
二
名
。

毎
年
、

四
月

か
ら
七
・
八
月
に
か
け
て
「

ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
」

を
種
か
ら
栽
培
。

九

月
か
ら
は
「

白
菜
・
キ
ャ

ベ
ツ
・

ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
」

を
苗
か
ら
栽
培

し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、

苗
植
後
の

晴
天
続
き
で
頻
繁
に
水

や
り
、

一
方
で
、

そ
の

後
三
度
の
台
風
の
襲
来

に
見
舞
わ
れ
、

何
と
か

頑
張
っ

て
育
っ

て
は
い

ま
し
た
が
、

例
年
に
比

べ
、

成
育
が
遅
れ
る
年

と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

カ
メ
ラ
部

　
　
　
 
部
長
　
　
戸
田
英
義

　
　
　
 
幹
事
長
　
安
藤
宣
朗

　
昨
年
の
カ
メ
ラ
部
の
主
な
撮
影

会
は
、

新
春
一
月
に
一
泊
二
日
で

越
前
海
岸
へ
。

更
に
、

五
月
に
は

一
宮
市
で
開
催
さ
れ
た
「

全
国
チ

ン
ド
ン
祭
り
」

に
出
掛
け
、

部
内

コ
ン
テ
ス
ト
に
よ
り
部
員
各
人
の

作
品
を
そ
れ
ぞ
れ

評
価
し
、

レ
ベ
ル

ア
ッ

プ
を
図
り
ま

し
た
。

　
そ
の
他
、

四
日
市
市
民
芸
術
文

化
祭
シ
ニ
ア
作
品
展
示
会
へ
の
参

画
や
県
展
及
び
市
美
展
で
、

数
多

く
の
入
賞
・
入
選
を
果
た
し
、

カ

メ
ラ
部
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
示
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
最
近
、

新
し
く
入
部
さ
れ
る
方

が
少
な
い
の
が
心
配
の
種
で
す
。

写
真
に
興
味
の
あ
る
方
々
の
入
部

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

カ
ラ
オ
ケ
部

　
　
　
　
部
長
　
　
松
浦
良
一

　
　
　
　
幹
事
長
　
岡
本
一
見

　
昭
和
、

平
成
、

そ
し
て
令
和
と

時
は
流
れ
、

私
達
は
長
い
年
月
を

生
き
抜
い
て
来
た
も
の
で
す
。

カ

ラ
オ
ケ
部
の
発
足
も
、

平
成
十
一

年
と
古
く
、

今
年
で
二
一
年
目
。

顧
み
れ
ば
、

月
例
会
は
開
催
し
て

い
る
も
の
の
、

変
化
に
乏
し
く
、

部
員
か
ら
の
声
も
あ
り
、

昨
年
カ

ラ
オ
ケ
バ
ス
ツ
ア
ー

を
実
施
。

多

く
の
方
々
に
参
加
頂
き
、

実
施
し

て
良
か
っ

た
と
。

た
だ
、

今
問
題

な
の
は
部
員
の
高
齢
化
。

月
例
会

等
へ
の
参
加
者
が
減
っ

て
き
て
い

る
こ
と
で
す
。

車
の
免
許
返
納
で

移
動
が
思
う
に
任
せ
な
い
人
。

現

在
は
、

部
員
相
互
に
協
力
し
合
い

送
り
迎
え
し
な
が
ら
参
加
頂
い
て

ま
す
。

ま
た
、

体
調
不
良
で
来
れ

な
い
人
も
。

避
け
ら
れ
な
い
高
齢

化
で
す
が
、

元
気
で
続
け
ら
れ
る

身
体
づ
く
り
を
し
、

引
き
続
き
頑

張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
同
好
会

　
　
　
　
会
長
　
　
黒
川
益
雄

　
　
　
　
幹
事
長
　
土
肥
耕
三

 
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
同
好
会
は
、

競
技
ス
ポ
ー

ツ
の
よ
う
に
『

他
人

と
競
う
』
『

個
人
目
標
の
達
成
』

だ
け
で
は
な
く
、

人
と
の
繋
が
り

交
流
で
ゲ
ー

ム
を
楽
し
み
、

心
身

の
健
康
増
進
の
一
助
に
な
る
事
を

活
動
の
狙
い
と
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、

親
睦
だ
け
で
は
な
く

真
剣
勝
負
の
側
面
も
あ
り
、

ゲ
ー

ム
の
結
果
、

上
位
入
賞
者
に
は
賞

（

少
額
の
金
券
）

を
贈
っ

て
い
ま

す
。

昨
年
の
第
十
九
回
大
会
か
ら

は
、

当
日
賞
・
Ｂ
Ｂ
賞
等
を
設
け

ゴ
ル
フ
同
好
会

　
　
　
 
会
長
　
　
堀
内
 
定

　
　
　
 
幹
事
長
　
服
部
利
昭

　
昨
年
度
、

第
三
回
目
と
な
る
第

一
三
四
回
大
会
は
、

九
月
十
九
日

鈴
峰
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
に
て
八
五
名

の
参
加
を
得
て
開
催
。

優
勝
は
服

部
了
さ
ん
、

準
優
勝
は
黒
川
徳
男

さ
ん
、

三
位
は
坂
崎
淳
一
郎
さ
ん

で
し
た
。

ま
た
、

昨
年
最
後
の
大

会
と
な
り
ま
し
た
第
一
三
五
回
大

会
も
同
ゴ
ル
フ
場
で
十
一
月
八
日

に
七
五
名
の
参
加
の
中
、

幸
い
天

気
に
も
恵
ま
れ
、

盛
大
に
開
催
。

優
勝
は
宮
田
章
さ
ん
、

準
優
勝
は

明
石
賢
一
さ
ん
、

三
位
は
岩
波
正

夫
さ
ん
で
し
た
。

　
昨
年
度
は
、

六
名
の
新
入
会
員

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、

ま
た
、

四
月
と
六
月
開
催
の
大
会
を
含
め

年
間
四
回
の
大
会
を
開
催
。

一
大

会
当
り
平
均
八
十
名
を
超
え
る
方

々
に
参
加
頂
け
ま
し
た
。

　
※
各
趣
味
の
会
へ
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
連
絡
先
：
0
5
9
・
3
3
0
・
1
5
0
4
（
組
合
ま
で
）

旅
く
ら
ぶ

　
　
　
　
部
長
　
　
大
岡
利
勝

　
　
　
　
幹
事
長
　
黒
川
徳
男

　
平
成
二
二
年
四
月
、

十
五
名
で

発
足
し
た
旅
く
ら
ぶ
は
、

現
在
部

員
数
五
六
名
。

昨
年
四
月
二
三
日

に
第
十
回
総
会
を
三
十
名
の
参
加

で
開
催
。

二
０
一
八
年
度
の
総
括

と
会
計
報
告
、

二
０
一
九
年
度
の

行
事
計
画
を
審
議
。

 
 
 
 
 
 
 
発
足
以
来
毎
年

 
 
 
 
 
 
実
施
し
て
い
る
海

 
 
 
 
 
 
外
旅
行
は
、

今
回

 
 
 
 
 
 
七
月
十
七
日
～

二

 
 
 
 
 
 
二
日
に
『

バ
リ
島

　
　
　
　
　
　
・
ジ
ャ

ワ
島
六
日

　
　
　
　
　
　
間
』

を
六
名
で
実

　
　
　
　
　
　
施
。

世
界
遺
産
や

無
形
文
化
財
を
数
多
く
見
学
し
て

き
ま
し
た
。

　
ま
た
、

九
月
二
八
・
二
九
日
に

は
『

祭
り
ア
イ
ラ
ン
ド
九
州
と
熊

本
周
遊
の
旅
』

を
七

名
で
実
施
。

五
十
余

の
祭
り
が
参
加
し
た

会
場
の
躍
動
感
に
元

気
を
貰
う
。

熊
本
城

も
水
前
寺
成
趣
園
も

完
全
に
復
興
待
ち
。

「

令
和
」

で
話
題
に

な
っ

た
「

大
宰
府
坂

本
八
幡
宮
」

に
て
願

掛
け
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　
新
年
を
迎
え
、
「

新
年
会
」

と

「

春
の
旅
行
」

を
計
画
し
て
い
ま

す
。

参
加
ご
希
望
の
方
は
、

黒
川

幹
事
長
ま
で
連
絡
下
さ
い
。

船
釣
り
部

　
　
　
　
部
長
　
　
平
子
光
則

　
　
　
　
幹
事
長
　
大
井
政
幸

　
昨
年
令
和
元
年
の
釣
行
は
、

悪

天
候
に
は
ば
ま
れ
、

一
回
は
取
止

め
、

一
回
は
日
程
変
更
、

二
回
は

台
風
余
波
に
よ
る
、

う
ね
り
の
高

い
釣
行
と
な
り
ま
し
た
。

十
二
月

の
反
省
会
で
は
、

船
頭
に
よ
る
釣

り
方
の
レ
ク
チ
ャ
ー
、

実
戦
で
の

実
技
指
導
を
そ
れ
ぞ
れ
一
日
ず
つ

受
け
、

一
段
と
腕
前
が
上
が
っ

た

か
な
（

？
）

と
。

昨
年
の
釣
果
は

ま
ず
ま
ず
の
内
容
で
し
た
。
（

左

記
写
真
は
釣
果
の
一
部
で
す
。
）

　
令
和
二
年
度
も
、

四
月
第
三
週

の
土
曜
日
を
ス
タ
ー

ト
に
十
一
月

ま
で
月
一
回
の
ペ
ー

ス
で
の
釣
行

予
定
で
す
。

我
と
思
わ
れ
る
方
は

ご
連
絡
下
さ
い
。

船
釣
り
部
の
部

員
は
六
名
で
す
が
、

現
役
・
Ｏ
Ｂ

家
族
を
含
め
、

現
在
十
四
名
に
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
部

　
　
　
　
部
長
　
　
日
比
正
徳

　
　
　
　
幹
事
長
　
辻
　
久
雄

　
パ
ソ
コ
ン
部
は
発
足
か
ら
十
年

目
を
迎
え
て
お
り
、

部
員
十
八
名

で
、

毎
月
一
回
例
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

二
０
一
九
年
度
活
動
の

特
色
は
、

例
会
で
学
び
た
い
事
柄

を
各
々
出
し
合
い
、

希
望
数
の
多

か
っ

た
四
分
野

　
①
ワ
ー

ド
基
本
と
便
利
技

　
②
エ
ク
セ
ル
会
計
簿

　
③
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ

ト
を
楽
し
む

　
④
Ｐ
Ｄ
Ｆ
の
特
長
と
活
用

以
上
を
学
習
テ
ー

マ
に
選
定
し
て
実

施
し
て
い
る
事
で

す
。

講
師
四
人
は

大
変
で
す
が
、

受

講
者
以
上
に
勉
強

に
な
り
ま
す
。

　
今
年
三
月
の
年

度
末
の
例
会
で
は

全
部
員
が
年
間
作

品
の
一
部
を
披
露

す
る
食
事
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

囲
　
碁
　
部

　
　
部
長
　
　
伊
藤
英
彦

　
　
幹
事
長
　
玉
置
孝
盛

　
令
和
元
年
の
囲
碁
部
活
動

の
紹
介
を
し
ま
す
。

部
員
数

は
二
十
名
。

年
間
行
事
と
し

て
毎
年
春
と
秋
に
囲
碁
大
会

を
実
施
し
、

昨
年
の
春
季
大

会
は
、

五
月
二
五
日
に
増
進

セ
ン
タ
ー

で
十
三
名
の
参
加

に
て
開
催
し
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

　
優
勝
　
松
本
勝
人
さ
ん

　
二
位
　
酒
井
　
剛
さ
ん

　
三
位
　
黒
田
正
義
さ
ん

　
四
位
　
市
川
雅
美
さ
ん

　
五
位
　
織
家
秀
介
さ
ん

　
ま
た
、

秋
季
大
会
を
昨

年
十
一
月
二
三
日
に
増
進

セ
ン
タ
ー

で
開
催
。

十
四

名
参
加
の
上
位
成
績
は
次

の
通
り
で
す
。

　
優
勝
　
薮
谷
正
次
さ
ん

　
二
位
　
松
本
勝
人
さ
ん

　
三
位
　
織
家
秀
介
さ
ん

　
四
位
　
玉
置
孝
盛
さ
ん

　
五
位
　
鈴
木
逸
毅
さ
ん

　
囲
碁
部
が
発
足
し
今
年

で
十
年
目
。

日
頃
囲
席
で

対
局
を
楽
し
ん
で
ら
っ

し

ゃ

る
方
、

是
非
入
部
し
ま

せ
ん
か
。

歓
迎
し
ま
す
。

年
会
費
は
無
料
。

大
会
当

日
、

昼
食
代
・
賞
品
代
と

し
て
千
円
頂
い
て
い
ま
す

　
　
　
　
※
各
趣
味
の
会
に
昨
年
一
年
間
の
活
動
を
振
り
返
っ
て
頂
き
ま
し
た

。

第135回大会参加の皆さん


